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溶接棒部会技術委員会の活動
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　昭和沸0年度にむける溶接棒部会技術委員会にかける主要な研究テーマとその活動内容は次

のとかりである。

（1〉Cτ一Mo鋼とステンレス鋼との異材継手に関する研究

　昭和59年度に引続き，共研第1分科会く主査　稲垣道夫）にかいて2年計画で異材継手に

関する研究が行なわれ，p509，D510およびインコネル系の5種類の市販溶接棒をとり上

げ，鋼管に対する施工試験を行なつて実用化を検討した。　実験の結果は現在取纏め中であり

　次号に報告される予定である。

（2）Si一入リワイヤのサブマージアーク溶接の使用性能に関する研究

　　この研究は喀和59年度に引続き，共研第2分科会（主査　村本徹五郎）にかいて，2年計

　面で行たわれたもので，東独などでさかんに使用されているSi量の多いワイヤを用いた溶接

　材料の使用性能を種々の角度から検討し，今回報告書を本号に採録することができた。

　　　　（3）溶接機器と溶接棒の作業に関する研究

　　　　　　溶接機の相異あるいは電源の相異によつて溶接棒の作業性がかなり異るため，この点につい

、　　　　　て共研第5分科会（主査　杉原栄次郎）に沿いて研究が行なわれた。
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（4）溶接部の衝撃試験のパラツキに関する調査

　溶接棒メーカで溶接材料の認定試験を行なつた際の衝撃値は，十分規格値を満足しているが

　造船所で施工試験を行なうとしぱしぱ不合格となることが経験されている。　その原因が’1何に

　あるかについて調査第4勇科会（主査　賀来信一）が調査したもので，その結果を本号に採録

　することができた。　しかし，定慢的にはわかつても定量的につかむためには，今後系統的な

　実験が必要と考えられた。

（5）交献集鵯。鉄鋼の溶接と酸奏および窒素”の作製

　昨年度は，丈献集嬢鉄鋼の溶接と水素二鯵を作製したが，本年度は調査第5分科会（主査　小

　林実）にかいて酸素，窒素をとりあげて同様の形式の文献集を作製し，本号に採録するζ、とが

　できた。
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（6）溶接棒の使用実状と将来性の調査

　昭和59年度は上記の問題についてアンケートを発送し．・一部の回答を得たが・昭和40年

髪蝉第讐嘆轡糟㌢禦ζζ繁　　行なうことに

〈7）溶接部の写翼集の作製
　昭和59年度に引きづ努ぎ調査第ラ分科会ζ主i査’碁妻並ジにむいて溶接部の標準的写真を

　あつめ，写真集として発刊する準備をした。

（8）低温用溶接樺の性能健蘭すち舗査」

　　底温鋼材がかなり使用されるようk左うたが，溶接部にも鋼板のW年S規椿が準用されてい

、・・

・ロ かレ鯖鋼に対しては苛鶴ぎる鳶肋れ・溶繰してどの程度の性倉臨てぱ

　よ硲かを検討した。この調査は調査簗8分科会（主査　田村博）に沿いて行なわれ，その結果

　を本号に採録した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞．て己，1．‘二てi
⑨高張力鋼拐・溶接棒規福彙め｛俸蟄ゴ　　　’1飛’

高張鯛用溶接隙働るユ王嚇各ば従来す1，押級のものま磯定され奪たが・最近

ズq～1∬0押蔽力鋤W船規格ヵ葦懐さち朔紳ている】際即で・4諏合わ
　すて溶接捧規格を改訂するごとになっだ。　原案あ作製は規格化第9分科会（主査　森本泉）

　で行なわれ，その原案を本号に採録した。

，翅他昭和4H1年6肋ら同9月まで鰍鋼用擁アーク溶接働rエS規格の躰的鉦
の原案作製が委託され，規格化↑・2分科会（主査1大右実）にかいてr　I　S改正原案が作製され

本号に採録した・　　　』｛～∫．～，一・　・い・一1二い

船級 騰認定試験方鵜騨に続されたが丹鎌ついて各協会の認定試
験1定期検査をづけると，同じ試験を何匿も繰返すことになり，試験費用もかな・り多額となり，

少なぐとも定期検査だけでも，同一試麟材について行な？な試験を一・船級協会が立会すれば他は

’これを認める方式をとれな励やう鯉拍吻洛鰍齢の担当者と会能も嘱しかし

現状では困難な点が多く，互認方式はとれないが，差しあたり，同時立会を行なうよう忙棒メー

ヵ・船灘会とも協力すること瞳つ
．．．
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